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結核個體 ノ肝臓機能變 調ニ 就 テ。臨牀 的觀 察

(ソノ3)肺 結核 患者 尿「ウ ロ ビ リ ン」量ニ 及 ボ ス

「ヴ ィタ ミ ン」Cノ 影 響

大阪市立刀根山病院(院長 太縄博士)

藤 野 保 次

第一章 緒 論
　

McConkey,S.Smithハ 「トマ ト」汁 及 片藍 ト

シテ 「ヴ,タ ミン」Cテ 多量 一 與 ヘ タ海瞑 ハ結

核 二感 染 シ難 キ テ報 告 シ、又他 方 「ヴィタ{ン 」C

鋏 乏 動物 ノ結 核 症 状 ノ増 悪 スル で・Mouricand,

Hagedorn,Schr6der等 ノ認 ムル所 デ ァル。然

シテ當 刀 根 山 病 院 二於 テ辻 本 博 士 ハ結 核 患 者 血

中 ノ「ヴ ィタ ミ ン」C量 テ測 定 シ タ結 果 、 健 康 者

二比 シ明 二減 少 セル コ トテ認 メ
、 且 病 勢 ノ進 行

程 度 二相 慮 シテ減 少傘 ノ高 クナルコ トテ謹 明 シ、

ソ ノ減 少 度 ノ大 小 ハ赤 沈 反 慮 値 ノ高 低 ニ ハ必 ズ

シモー 致 シナ イガ尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」反慮 陽 性群

デ ハ陰 性 群 二比 シソ ノ度 ハ著 明 二高 イ ト ノ成 績

二達 シタ。 コ レハ 血 中 「ヴ,タ ミ ン」C量 ト肝 臓

機 能 障碍 トノ間 ニー 定 ノ關 係 アル コ トテ謹 スル

モ ノデ アル。 肝 臓 機能 障 碍 ハ結 核 活動 性 ノ第 一

義 的 表 現 トシテ強調 セ ラル ベ キ モ ノ デ ア ツ テ、

ソ ノ程 度 ハ臨 休 上簡 軍 二尿 「ウ ロ ビ リ ン」テ検 ス

ル コ トニ ヨ リ知 リ得 ル。 故 二余 ハ 「ヴ 、タ ミ ン」

Cノ 尿 「ウ ロ ビ リ ン」量 二封 スル影 響 テ検 ス ル事

一・・一ヨツ テ、 「ヴィタ ミ ン」Cガ 結 核 肝 臓 機 能 ラ 整

調 シ得 ル ヤ否 ヤ テ知 ラ ン トス。

第二章 實験方法

尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」テ顯 著 且持 績 的 二詮 明 セ ラ レ

ル無 熱 患 者 テ材料 トシ、 肉類 及 菓 物 ノ囁取 テ禁

ジ タ。 尿 ハ午 前7時 ヨ リ 翌 朝7時 マ デ24時 間

内 二排 泄 セル モ ノテ用 ヒ可 及 的 同時 刻 二測 定 シ

タ。

「ヴ ィタ ミ ン」CハRedoxon``Roche"テ 用 ヒ

午 前10時 、 午 後3時 、8時 ノ3同 二毎 同0.19

テ2cc蒸 溜 水 二溶 解 シ皮 下 二注 射 シタ.

「ヴ ィタ ミン」Bハ 「スペ ル ゾ ン」ラ用 ヒ1日3同

2cc宛 皮 下 二注 射 シ タ。

「ウ ロ ビ リ ン」定 量 法 ハPincussen氏 法 ニ ヨ リ

標 準液 ノ試 験 管 番 號 テ以 テ示 ス(4000倍Fluor-

esceinテ 第1號 試験 管 二入 レ、以 下倍 数 稀 繹 テ

行 ヒ順 次 番 號 テ附 ス)。

第三章 實験成績

第1表

第1例 松 田 舎

髄 日 麗 腫 反 魁 ウガ
皿1610001014酸 性6

179001014,,6

188001014,,6

195001018,,5

206001020,,5

218001018「 ア ル カ リ」性6

2210001014酸 性5

238001016,,6

2412001014,,5
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258001018,,5

269001020,,5

「ヴ ィタ ミ ソ」C投 與 開 始RedoxonO
.39

2710001017酸 性5

284001020se5

2910001020.,5

308001018,,6

318001018,,5

1V112001014,J6

27001020,,5

「ヴィタミソ」B投與開始 触 猫
ソ」0謡

37001020酸 性6

46001017,s6

55001020,.6

「ヴィタ ミ ソ」B及 ビC投 與 中止

67001020「 アル カ リ」性7

78001019酸 性6

810001016,,6

96001013,,5

108001017,,6

1110001014,,5

第1圖

第2表

第2例 川北 ♂

轡 鷺 矯`駈 劉
174001024,,5

188001022,,5

195001025,,4

206001024
,,5

218001026「 ア ル カ リ」性5

226001028酸 性5

239001020
,,6

247001018,,5

257001026,,5

268001024,,6

「ヴ ィタ ミ ソ」C投 與 開 始RedoxonO
.39

276001026酸 性5

288001020 、、6

298001020,,5

306001020 ,,6

315001025,,4

1V16501024,,4

28001018,,4

4

5

〆

7

「ヴィタ ミソ」B投 與開始 タεd8x9
リソ」0殼

38001022 酸 性5

48001021,,7

59501018,,7

「ヴィタ ミ ソ」B及 ビC投 與 中止

68001019酸 性7

76001028,,7

87001024,,5

99001016,,5

1010001016,,5

117001022,,5

第2H

第3表

第3例 天野 舎

槍査日 尿量 腫 反 鴎 ウ鋸
皿1614001020酸 性5-

1715001018,,5

1812001020.,4

1912001020,,5

2014001020 ,.5

2110001024,t6

228001026,,5

2311001020.,6

248001026,,6

2513001020,,6

2613001020,,6

.「ヴ ィタ ミ ソ」C投 與 開 始RedoxonO.3927
11001020酸 性6

287001022,,5

2910001028,,5

309001026,,6

3112001024
,,6

1V16001024,,5

27001030,,6

「㍗
1島投灘 ㍗ ン餅

46001024,,7

511001020 ,,6
「ヴ

ィタsソ 」B及 ビC投 與 中止

611001022酸 性7

712001016 ,,7
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814001018,,7第3圖

912001018,,7

107001024,,6cc+B

1112001014)P74・

以 上 ノ諸 例 テ通 覧 ス ル ニ 、 尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」量5

ハ 「ヴ ィタ ミ ン」C投 與 一 ヨ リ減 少 セ ズ、「ヴ,タ ミ6-一

ン」Bテ 共 二 投 與 ス ル トキ ハ 明 二減 少 テ示 ス ヲ7 一

見 ル 。

第四章 総括及考案

「ヴ ィタ ミン」Cハ 尿 中 「ウロ ビ リ ン
,i量二何 等 ノ

影 響 テモ與 ヘ ズ、 即 チ結 核 罹 患 個 龍 ノ障 碍 サ レ

タル肝 臓 機 能 ハ コ レニ ヨ リテ正 調 トスル コ トテ

得 ズ。 コ レハ辻 本 博 士 ガ肺 結 核 患 者 二蜜 柑 汁 投

與 ニ ヨ リ血 中 「ヴ,タ ミン」C量 ノ檜 加 テ認 メ得

ナ カ ツ タ事 實 ヨ リ シテ結 核 個 禮 ハ 「ヴ ィタ ミ ン」

Cテ 固 定 スル能 力 テ鋏 ク トセ ラ レ タ ル成績 トヨ

クー 致 スル モ ノ デ アル。

「ヴ、タ ミ ン」Cニ ヨ リ減 少 テ示 サ ナ カ ツ タ「ウ ロ

ビ リ ン」量 ハ 「ヴtタ ミ ン」Bラ 同時 二投,與 ス レバ

直 二減 少 テ示 シ、 臨躰 上 「ヴ,タ ミン」Cノ ミデ

ノ・何 等 ノ影 響 モ 見 ラ レナ カ ツ タ中毒 症 状 ガ 「ヴィ

タ ミン」Bテ 同 時 二 投 與 スル ト共 二消 失 シ タ コ

トハ 「ヴtタ ミン」Bガ 結 核 個 膿 ノ肝 臓 機能 ラ中

心 トスル新 陳 代 謝 障 碍 二好 影 響 ラ モ タ ラ シ、 臨

躰 上治 癒 傾 向 テ示 ス ニ至 ル コ トテ追 謹 セ ル モ ノ

デ アル。 コ ノ場 合 「ヴィタ ミ ン」Cト 「ヴ{タ ミ ン」

Bノ 協力 作 用 ノ可能 性 モ考 慮 スベ キ デ アル。

第五章 結 論

(1)「 ヴ,タ ミ ン、Cハ 尿 中 「ウロ ビ リン」量 テ減

少 セ シノ ズ。

(2)「 ヴfタ ミ ン」BトCラ 同 時 二投 與 ス レバ直

二尿 「ウ ロ ビ リ ンJハ 減 弱 ス
。

終 二臨 ミ不 断 ノ御 鞭 捷 ト本稿 御 校 閲 テ添 フ シタ

ル太縄院長、拉 二懇切 ナル御指導御校閲 ヲ賜ハ

リタル渡邊博士 二深厚 ナル感謝 テ捧 グ。

尚御多忙 ニモ不拘御助言御校閲 ノ勢 テ賜 ハツタ

大阪帝大市原助教授 二満腔 ノ謝意 ラ表ス。

主要ナル文厭

1) J. v. Gagyi,  Kl.  Wschr. 15 Jg.  Nr. 6. (1936). 
 2,) Mouricand,  Presse Med. 30. S. 861. (1922). 

3)  Schroder,  Beitrage zur  K1. der  Tbc Bd. 75. 
S. 61. (1930). 1) Hagedorn, Ditto Bd. 72. S.

1.(1929)5)辻 本,結 核.Bd.13.S.392.(昭

和 十 年).7)太繩,結 核.Bd.14.(昭 和 十 一 年).

8)Pincussen,Deut.med.Wschr.Nr.33-(1922) .




